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• 統合実習における、多重課題に関する授業や演習の細かい規定はなく、各看護系大学に委ねられている。
• 統合実習のキーワードである多重課題は、多くの養成校で定義が明記されておらず、複数の解釈も在していた。
• 統合実習での多重課題に対応するための教授法と実践プロセスを明確にした学習支援が確立された研究はみあたらない。
• 多重課題における看護実践能力の評価ツールや基準が不明瞭なため、統合実習による学習効果の確かなエビデンスが集積で

きていない。

現状の問題

事前指導 臨地実習 事後指導

1. 提案する統合実習の構成 2. 事前指導、事後指導の基本方針

①事前指導では、臨地実習先の多重課題における看護実践を想定できること
②事後指導では、自分達が経験した内容が反映された振り返りができること

提案する統合実習の事前・事後指導プログラム
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改善提案

プロセス：作業を表す

成果物：プロセスに出入りする
成果物を表す

フロー：成果物とプロセスをつなぐ線
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テキスト、
帳票類

【多重課題】
2名以上の複数患者を受け持ち、患者に対して流動的に発生する出来事に対し、優先順位を決めて看護行為等を行う必要があ
る場面に生じる課題

3. 多重課題における看護実践単位と
学びのポイント

4. 統合実習の全体像

①②③ ④⑤⑥

【事前指導】（主要なポイント：①②③）
シナリオを進めながら、自然に多重課題や優先順位の判断
が身につけていくような設計とする
【事後指導】（主要なポイント：④⑤⑥）
学生が受け持った実習先の事例をもとに第1段階から第6段
階に沿って、複数事例を組み合わせたシナリオを用意し、
シミュレーションする場とする

テーラリングに関する検討

条件（要件）
期間、達成レベル、
教員のリソース、
学生の能力、
病院との関係、…

テーラリング
の方法
不変／可変箇所、
道具（動画／文章）、
省略の有無、…

テーラリング

標準版
事前・事後指導プログラム

今回の統合実習のための
事前・事後指導プログラム

•創造性
–要件にあう形でフレ
キシブルにプロセス
を修正する（1つの
やり方に縛られな
い）

•規律
–影響範囲を見極め、
方法に従って直す
（過去の良い事例も
参考にする）

–使った結果（良かっ
た点、改善点）を
フィードバックする

•成果物
–統合実習計画書に反
映され、最終成果物
が完成する

テーラリングとは？

サンプル（過去
の資産など） 日本医療教授システム学会

ＣＯＩ開示
筆頭発表者名：小笠原秀人

演題発表に関連し、開示すべきCO I 関係
にある企業などはありません。

① 看護の領域
→ 成人、母性、小児、精神などの領域を考慮する

② 役割の分担
→ 看護師役、患者役、観察者の役割分担をどうするか？

③ シナリオの作成
→ 臨地実習で担当した患者の情報を参考に患者役の年齢・性

別・病状を設定する
④ シナリオに組み込む学びのポイント

→ どこにどのような学びのポイントを組み込むのか？
⑤ 実習環境（仮想ナースステーション）の設計

→ 利用可能な部屋や設備に応じて設計する

テーラリングの観点

1. マ本研究はJSPS科研費（22K02872）の助成を受けたものである。
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